
　
１
９
５
０
年
山
形
生
ま
れ
。

東
京
都
立
大
院
卒
。
元
千
葉
大

大
学
院
工
学
研
究
科
准
教
授

（
金
属
疲
労
専
攻
）。
金
属
疲
労

の
研
究
の
ほ
か
、
他
分
野
の

テ
ー
マ
の
研
究
開
発
に
努
め
る

と
と
も
に
日
本
各
地
の
地
域
お

こ
し
活
動
に
従
事
す
る
。
ロ
ー

カ
ル
鉄
道
と
地
元
の
酒
蔵
の
コ

ラ
ボ
で
地
域
再
生
を
図
る
地
酒

「
鐵
の
道
」の
製
造・販
売
を
企

画
、す
で
に
10
件
を
超
え
る
銘

柄
を
送
り
出
し
て
い
る
。一
般

社
団
法
人「
洸
楓
座
」代
表
。一

般
財
団
法
人
「
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
い
す
み
」代
表
。

継
続
は
力
な
り
／
人
は
宝
な
り

　
こ
の
コ
ラ
ム
は
「
地
元
力
発
見
！
」

と
い
う
シ
リ
ー
ズ
で
あ
る
。
松
戸
の
地

元
力
に
「
朗
読
と
文
学
の
会
」
も
貢
献

す
る
。
そ
れ
は
、
１
０
０
回
を
超
え
て

創
り
出
し
て
い
る
。「
継
続
は
力
な
り
」

と
い
う
わ
け
で
確
か
な
こ
と
で
あ
る
。

結
果
「
継
続
は
金
な
り
」
と
な
る
。
し

か
し
、一
番
は「
人
は
宝
な
り
」で
あ
る
。

　
人
間
は
、
経
験
が
経
験
を
つ
く
り
だ

し
、
い
わ
ゆ
る
持
続
可
能
性
を
生
む
。

が
、
そ
こ
に
も
変
化
が
必
要
で
あ
り
、

自
由
と
多
様
で
あ
る
こ
と
が
根
源
と
な

る
。
か
つ
て
は
、「
選
択
と
集
中
」
と

も
呼
ば
れ
た
が
、
そ
れ
を
経
験
し
て
必

要
な
こ
と
は
、多
様
性
の
尊
重
で
あ
り
、

共
存
共
生
で
あ
る
と
し
た
。
神
の
な
せ

る
業
は
実
に
不
可
思
議
で
、
私
た
ち
は

多
く
の
種
の
存
在
で
生
き
て
い
る
。
自

他
の
存
在
と
意
義
を
理
解
す
る
能
力
は

「
エ
ン
パ
シ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
が
、
こ

れ
は
人
間
だ
け
が
も
つ
力
で
あ
ろ
う
。

　
表
現
の
世
界
も
、
変
化
し
発
展
し
て

い
る
。
１
１
月
４
日
、
東
京
の
表
参
道

（
南
青
山
）
の
能
舞
台
で
演
じ
ら
れ
た

朗
読
／
語
り
の
会
に
参
加
し
た
。
文
学

や
芸
術
表
現
は
、演
者
の
経
験
と
技
巧
、

毎
回
、
宮
沢
賢
治
の
作
品

を
岩
手
県
の
訛
り
を
交
え

朗
読
し
て
く
れ
る
。
賢
治

の
作
品
資
料
と
、
そ
の
解

　
松
戸
の
一
夜
は
、
カ
ラ
オ
ケ
も
声
高

に
、
戸
定
邸
の
主
の
よ
う
な
趣
味
人
と

と
も
に
静
か
に
深
ま
る
。

の
時
間
と
空
間
と
に
よ
り
変
化
（
へ
ん

げ
）
す
る
。
こ
こ
で
も
、
演
者
自
身
が

も
つ
「
心
技
体
」
は
進
化
と
深
化
と
真

価
へ
の
力
で
あ
る
と
感
じ
た
。

参
加
者
紹
介

　
本
会
を
地
元
力
と
し
て
創
り
出
し
て

い
る
人
間
・
時
間
・
空
間
・
世
間
に
つ

い
て
、
続
き
と
し
て
紹
介
し
た
い
。

竹
中
速
雄
―
津
田
さ
ん
の
朗
読
の
夢
の

世
界
か
ら
揺
り
起
こ
し
て
く
れ
る
。
米

中
対
立
や
ロ
シ
ア
／
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争

等
の
国
際
政
治
評
論
で
あ
る
。
こ
れ
も

文
字
情
報
が
あ
っ
て
の
ニ
ュ
ー
ス
解
説

＆
表
現
で
あ
る
。

命
名
さ
れ
た
。
本
会
で
は
当
日
の
進
行

に
合
わ
せ
古
典
も
新
作
も
自
由
自
在
に

披
露
し
て
く
れ
て
い
る
。

針
田
達
行
さ
ん
―
本
会
に
俳
句
、
す
な

わ
ち
情
景
を
詠
む
視
線
と
基
本
を
教
え

て
く
れ
て
い
る
。
毎
回
、
兼
題
を
出
し

投
句
を
促
し
、次
回
に
講
評
し
て
い
る
。

毎
回
２
０
点
を
超
え
る
投
句
作
品
に
解

説
を
加
え
て
講
評
し
て
い
る
。
お
蔭
で

本
会
も
点
盛
り
会
に
成
長
し
た
。

佐
藤
幸
夫
さ
ん
―
宮
沢
賢
治
の
中
学
・

高
校
・
大
学
と
重
な
る
履
歴
を
持
つ
。

説
も
い
れ
た
プ
リ
ン
ト
を
配
布
し
て
く

れ
て
い
る
。
賢
治
の
魅
力
の
伝
道
者
で

あ
る
。

そ
し
て
修
練
に

よ
り
、
ま
た
そ

久
保
田
節
子
さ
ん
―
「
朗
読
と
文
学
の

会
」
の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
、
会
場
近

く
の
居
酒
屋
ス
ナ
ッ
ク
「
麗
ち
ゃ
ん
」

で
の
交
流
会
。
会
の
受
付
か
ら
交
流

会
ま
で
の
影
の
仕
切
り
役
で
も
あ
る
。

１
０
１
回
記
念
で
は
、
桜
井
昌
司
さ
ん

を
偲
ぶ
講
話
を
表
現
し
た
。
長
い
本
会

の
悲
喜
交
々
を
知
っ
て
い
る
。

　
そ
の
後
に
開
催
さ
れ
る
交
流
会
で

は
、
参
加
者
の
最
近
の
一
か
月
の
２
分

間
ス
ピ
ー
チ
。
最
高
齢
で
一
番
の
智
梟

者
の
橋
本
弘
正
さ
ん
、
紀
行
解
説
が
得

意
の
碇
貴
臣
さ
ん
、
茨
木
の
り
子
の
会

に
も
つ
な
が
る
大
場
誠
司
さ
ん
、
シ
ャ

ン
ソ
ン
歌
手
で
も
あ
る
北
川
み
や
こ
さ

ん
、
ピ
ア
ノ
奏
者
の
南
良
誠
さ
ん
、
ホ

ル
ン
奏
者
の
福
元
英
雄
さ
ん
、
高
知
出

身
の
松
木
香
子
さ
ん
、
映
画
や
ア
ー
ト

時
評
に
関
心
の
佐
藤
真
理
さ
ん
、
最
後

の
〆
は
会
場
か
ら
宴
場
の
仕
切
り
役
の

大
島
宏
明
さ
ん
。会
長
の
小
山
勝
さ
ん
、

幹
事
の
久
保
田
賢
三
さ
ん
の
存
在
感
は

こ
こ
で
も
大
き
い
。

田
ノ
中
星
之
助
さ
ん
―
毎
回
、
本
会
の

ト
リ
を
務
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
講
談

師
。
名
前
の
由
来
は
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
の
解
説
員
で
星
座
に
詳
し
い
た
め
に

１
０
０
回
を
数
え
た
松
戸
で
の「
朗
読
と
文
学
の
会
」（
下
）


